
委託業務成績採点表（別紙１） 地質調査、単純調査、測量作業 ○○用地確定測量委託

⑨ ⑨ ⑨
⑦×⑧ ⑦×⑧ ⑦×⑧

業務着手段階における業務特性等の考慮 20 1.0～0.6 20～12
業務遂行段階における提案 40 1.0～0.6 40～24
業務遂行上必要となる課題の提案 20 1.0～0.6 20～12 8.3 / 8.3 8.3 / 8.3
業務内容等改善の提案 20 1.0～0.6 20～12

小　計 100 100～60 ①= 100 ②= 100 ⑦= 100.0 ( 8.3 %) ( 8.3 %)
目的と内容の理解 20 1.0～0.2 20～4
必要情報の把握 20 1.0～0.2 20～4
検討項目、検討手法 20 1.0～0.2 20～4 50 1.0～0.2 50～10 8.3 / 8.3 8.3 / 8.3
打合せ資料の内容 20 1.0～0.2 20～4
十分な技術力 20 1.0～0.2 20～4 50 1.0～0.2 50～10

小　計 100 100～20 ①= 100 ②= 60 100 100～20 ⑤= 100 ⑥= 40 ⑦= 100.0 ( 8.3 %) ( 8.3 %)
施工に関する一般的な知識
施工条件等の把握

小　計
施工に関する一般的な知識
施工条件等の把握
施工計画（施工方法、仮設備計画）

小　計
コスト把握能力

小　計
実施手順、工程計画 30 1.0～0.2 30～6
実施体制 10 1.0～0.2 10～2
打合せ内容の理解、記録 10 1.0～0.2 10～2
内部関係者への情報伝達 10 1.0～0.2 10～2 16.7 / 16.7 16.7 / 16.7
工程管理 40 1.0～0.2 40～8

小　計 100 100～20 ①= 100 ②= 100 ⑦= 100.0 ( 16.7 %) ( 16.7 %)
ミス防止の実施

8.3 / 8.3 8.3 / 8.3 20.0 / 20.0
小　計 100 100～60 ①= 100 ②= 100 ⑦= 100.0 ( 8.3 %) ( 8.3 %) ( 20.0 %)

当初計画の変更 40 1.0～0.6 40～24
関連事業者間の調整 30 1.0～0.6 30～18 8.3 / 8.3 8.3 / 8.3
地元住民との合意形成 30 1.0～0.6 30～18

小　計 100 100～60 ①= 100 ②= 100 ⑦= 100.0 ( 8.3 %) ( 8.3 %)
理解しやすい説明・プレゼンテー
ション（資料）

30 1.0～0.2 30～6

理解しやすい説明・プレゼンテー
ション　（対応）

30 1.0～0.2 30～6 8.3 / 8.3 8.3 / 8.3

説明力を補う努力 20 1.0～0.2 20～4
円滑な業務遂行への努力 20 1.0～0.6 20～12

小　計 100 100～28 ①= 100 ②= 100 ⑦= 100.0 ( 8.3 %) ( 8.3 %)

責任感、積極性 100 1.0～0.2 100～20

8.3 / 8.3 8.3 / 8.3

小　計 100 100～20 ①= 100 ②= 100 ⑦= 100.0 ( 8.3 %) ( 8.3 %)
目的の達成度 40 1.0～0.2 40～8 40 1.0～0.2 40～8
的確なとりまとめ 30 1.0～0.2 30～6 30 1.0～0.2 30～6 33.3 / 33.3 33.3 / 33.3 80.0 / 80.0
ミスの有無 30 1.0～0.2 30～6 30 1.0～0.2 30～6

小　計 100 100～20 ①= 100 ②= 60 100 100～20 ⑤= 100 ⑥= 40 ⑦= 100.0 ( 33.3 %) ( 33.3 %) ( 80 %)

( 100 %) ( 100 %) ( 100 %)

（調査職員） （補助調査職員） （検査員）
は、評定対象外

○ は、必須評定項目
○ は、選択評定項目
※1 は、加点評定項目
※2 は、減点評定項目

注 1.測量作業、地質調査は現場代理人及び主任技術者が該当する。

3.各評価項目の「⑦業務評定」は少数第一位までとする。
4.「⑩＝⑦の評定点の加重平均点」は、少数第一位を四捨五入し整数とする。
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評価細目別運用表（地質調査、単純調査等業務、測量作業）（別紙２）　　1/1
プロセス評価
専門技術力 （検査員用）
評価項目 評価の視点 得点

小　計 100
　注）　採点方法と基準の巻末「採点上の補足について」を参照のこと。

結果評価
評価項目 評価の視点 得点

小　計 100
　注）　採点方法と基準の巻末「採点上の補足について」を参照のこと。

50

50

検討項目は、特記仕様書等の設計図書の項目を満足していた。

採用された検討手法の技術的内容は、業務の目的に適合していた。

業務目的に照らし必要な調査又は作業項目が不足なく設定され、検討項目
間の整合も図られていた。

提案された業務手法は、従来技術を応用・統合化あるいは先進技術を活用
するなど、難易度の高いものであった。　注）

十分な技術力

業務執行技術
力

評価細目

検討項目、検討
手法

成果品の品質
的確なとりまとめ 30

業務に必要な技術基準、マニュアル、共通仕様書等が十分に理解されてい
た。

特記仕様書等に示された当該業務固有の条件に対応可能な十分な技術力
を有していた。（測量においては、作業に応じた機器等が配置されていたこと
もあわせて評価する）

業務遂行段階において発注者から新たに指示された事項について十分満足
できる解決が図られていた。

新たな、あるいは高度な調査・解析・設計等の手法・技術に十分対応できる
能力を有していた。　注）

設計図書に提示された項目が、漏れなく実施された。

業務遂行段階での指示事項が、漏れなく実施された。

評価細目

目的の達成度 40
業務成果は、業務目的に照らし満足できる内容のものであった。

高度な技術レベル、多岐にわたる検討項目など、難易度の高い業務に対し
必要な業務成果が得られた。　注）

設計図書にある検討項目、業務遂行段階での指示事項を、漏れなく取りまと
めている。

設計図書にある項目、業務遂行段階での指示事項を関連づけ、重要な点が
理解しやすく取りまとめられている。

理解しづらい文章表現等は、ほとんど認められない。

簡潔で理解しやすい表現になっており、記載方法に創意工夫がみられ読み
やすい。

成果品の品質に大きな影響を及ぼすような、重大なミスは無かった。

誤字・脱字、表記・計算ミスがわずかに認められたが、簡易に修正できる軽微
なものであった、若しくはミスが無かった。

修正が必要なミスは無かった。

ミスは無く、必要書類等も完備されていた。

所　見　　　　　　　　　　　　
　　　（必ず記入）

ミスの有無 30


